
前
橋
・
高
崎
文
化
連
携
事
業
で
、

今
年
は
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
母

を
た
ず
ね
て
三
千
里
」
を
上
演
し

ま
す
。
マ
ル
コ
や
お
母
さ
ん
、
歌

と
ダ
ン
ス
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、

そ
の
す
べ
て
の
役
柄
で
出
演
者
を

募
集
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
八
十

人
程
度
を
選
考
し
、
役
柄
別
に
は

募
集
し
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
役

所
、
各
支
所
・
地
区
公
民
館
な
ど

に
あ
る
「
出
演
者
募
集
要
項
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
思
い

出
に
残
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

期
日
＝
来
年
３
月
４
日
豸

会
場

＝
市
民
文
化
会
館

□
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

期
日
＝
11
月
11
日
貍

会
場
＝
中

央
公
民
館
　
対
象
＝
本
市
・
高
崎

市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
12

月
か
ら
始
ま
る
練
習
に
参
加
で
き

る
小
３
〜
五
十
五
歳
、
八
十
人
（
選

考
）

選
考
方
法
＝
課
題
曲
の
歌

唱
と
ダ
ン
ス
（
歌
は
申
し
込
み
後

譜
面
を
送
付
、
ダ
ン
ス
は
当
日
振

り
付
け
指
導
）

申
し
込
み
＝
10

月
13
日
貊
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直

接
。
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

市
役
所
文
化
政
策
課
「
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
係
」
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
政
策
課

蕁
８
９
０
―
６
５
２
２
へ
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
出
稼
ぎ
に
行

っ
た
ま
ま
連
絡
が
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
お
母
さ
ん
を
探
す
た
め
、
マ

ル
コ
は
た
っ
た
一
人
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
船
で
旅
立
ち
ま
す
。
ペ
ッ
ピ

ー
ノ
一
座
や
旅
先
で
出
会
っ
た
人

た
ち
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
多
く

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
マ
ル

コ
。
果
た
し
て
、
マ
ル
コ
は
お
母

さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

今
年
も
、
本
市
で
は
「
Ｃ
Ｏ
２

ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
、
一
人
一
人
が
生
活
習

慣
を
見
直
し
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
植
樹
に

よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
よ

う
と
す
る
運
動
で
、
参
加
人
数
に

応
じ
て
苗
木
が
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
東
京
電

力
な
ど
十
四
団
体
で
組
織
す
る
Ｃ

Ｏ
２
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
実
行
委
員

会
が
主
催
。
わ
た
し
た
ち
の
身
近

な
家
庭
や
学
校
で
で
き
る
う
え
、

家
計
に
も
地
球
環
境
に
も
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

次
の
項
目
の
中
か
ら
「
こ
れ
か

ら
や
り
ま
す
」「
も
う
や
っ
て
い
ま

す
」
を
選
ん
で
取
り
組
み
ま
す
。

漓
見
て
い
な
い
と
き
に
は
テ
レ

ビ
を
消
す
滷
冷
房
は
二
八
度
を
目

安
に
す
る
澆
買
い
物
な
ど
少
し
の

待
ち
時
間
で
も
車
の
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
潺
洗
面
や
手

洗
い
、
歯
磨
き
の
と
き
に
水
を
流

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
潸
部
屋
や

教
室
な
ど
の
誰
も
い
な
い
場
所
や

天
気
の
良
い
日
の
明
る
い
場
所
は

電
気
を
消
す
澁
ト
イ
レ
使
用
後
の

電
気
を
消
す
。

昨
年
は
、
本
市
か
ら
五
万
人
以

上
が
参
加
し
、
実
行
委
員
会
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
苗
木
は
希
望
が
あ
っ

た
自
治
会
、
学
校
な
ど
へ
配
布
。

さ
ら
に
、
み
や
ぎ
千
本
桜
の
森
へ

も
二
百
二
十
一
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。
今
回
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
小

中
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
に
加
え
、

商
工
会
議
所
と
共
催
で
市
内
企
業

に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
昨
年
よ

り
大
規
模
に
取
り
組
み
ま
す
。

宣
言
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
家

計
の
節
約
に
加
え
、
地
球
環
境
の

保
全
に
も
役
立
ち
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
蕁
８

９
０
―
６
２
９
２
へ
。

５ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

母
子
・
父
子
家
庭
の
「
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
者
証
」
は
、
有
効

期
限
が
七
月
三
十
一
日
豺
ま
で
で

す
。
八
月
一
日
貂
か
ら
は
、
七
月

下
旬
に
郵
送
す
る
新
し
い
受
給
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効

期
間
は
原
則
と
し
て
来
年
の
七
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

受
給
者
証
は
次
の
点
に
注
意
し
、

大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

漓
古
い
受
給
者
証
は
八
月
一
日

以
降
各
世
帯
で
責
任
を
持
っ
て
処

分
す
る
滷
医
療
機
関
で
受
診
す
る

と
き
は
医
療
保
険
証
と
と
も
に
受

給
者
証
も
必
ず
窓
口
へ
提
示
す
る
。

提
示
し
な
い
と
自
己
負
担
分
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
澆
住

所
、
氏
名
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
十
四
日
以
内
に
届
け
出
る
潺
ほ

か
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
は

市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支

所
へ
受
給
者
証
を
返
却
す
る
。

な
お
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害

者
、
高
齢
重
度
障
害
者
な
ど
の
福

祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新

は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

□
該
当
者
は
手
続
き
を

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
福
祉
医
療
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

蘆
重
度
心
身
障
害
者

国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
一
級

の
障
害
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
・
二
級
の
障
害
者
な
ど
。

蘆
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父
と
十
八
歳
未
満
の
子
（
満

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
）、
両
親
の

い
な
い
十
八
歳
未
満
の
子
、
た
だ

し
、
所
得
税
非
課
税
者
に
限
り
ま

す
。

蘆
高
齢
重
度
障
害
者

老
人
保
健
法
第
二
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
医
療
を
受
け
る

人
で
、
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表

一
級
の
障
害
者
、
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
・
二
級
の
障
害
者
な
ど
。

蘆
乳
幼
児

満
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
子
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
国
保
年
金
課

蕁
８
９
０
―
６
２
５
３
へ
。

「
青
少
年
が
社
会
の
一
員
と
し

て
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

よ
う
」
を
目
標
に
、
夏
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動
が
八
月
三
十
一
日

貅
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
少
子
化
、
情
報
化
、
国

際
化
、
都
市
化
の
進
展
や
価
値
観

の
多
様
化
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
社
会

の
構
成
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や

技
能
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
青

少
年
の
豊
か
な
可
能
性
を
伸
ば
し

て
い
く
た
め
に
は
、
み
ん
な
が
と

も
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
青
少
年
の
「
自
分
み
が
き
」
を

応
援
し
よ
う

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
休
み

期
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

良
い
機
会
。
自
主
性
や
豊
か
な
感

性
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

□
子
ど
も
た
ち
に
社
会
の
基
本
的

な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
大
人
た
ち

が
身
を
も
っ
て
伝
え
て
い
こ
う

長
期
の
休
み
は
、
非
行
や
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
と
き
で
も

あ
り
ま
す
。
青
少
年
が
心
身
共
に

健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
社
会
全
体

の
願
い
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
で

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
協
力
し
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
青
少
年
課
蕁

２
３
１
―
５
１
３
８
へ
。

広報まえばし　平成１８年７月１５日号　４

のびゆくこどものつどいで中学生も企画

歯磨きのときは水を止めて

新
し
い
受
給
者
証
を
使
っ
て

７
月
下
旬
に
母
子
・
父
子
家
庭
へ
郵
送

子
ど
も
を
地
域
で
育
く
も
う

８
月
31
日
ま
で「
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
」

あ
な
た
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」
の
出
演
者
募
集

み
ん
な
で
防
ぐ
地
球
温
暖
化

「
Ｃ
Ｏ
２
ダ
イ
エ
ッ
ト
宣
言
」
に
協
力
を

物
語
の

あ
ら
す
じ


